
文
学
館
の
魅
力

　草
野
心
平
記
念
文
学
館
は
、
周
囲
を
木
々

に
囲
ま
れ
た
山
の
中
腹
に
あ
り
ま
す
。
大
き

な
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
光
が
差
し
込
む
ア
ト
リ
ウ

ム
ロ
ビ
ー
か
ら
は
、
心
平
が
16
歳
ま
で
を
過

ご
し
た
故
郷
阿
武
隈
山
系
の
山
々
と
、
自
身

の
少
年
時
代
を
重
ね
合
わ
せ
「
ガ
ギ
ガ
ギ
ザ

ラ
ザ
ラ
」
と
表
現
し
た
二
ツ
箭
山
を
一
望
で

き
ま
す
。

　常
設
展
示
室
は
、
黒
や
茶
色
を
基
調
と
し

た
、
ま
る
で
蛙
が
眠
る
土
の
中
の
よ
う
な
雰

囲
気
を
味
わ
い
な
が
ら
、
心
平
の
生
涯
と
作

品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心
平
が
東

京
で
開
業
し
た
居
酒
屋
「
火
の
車
」
の
復
元

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
店
の
中
に
入
っ
て
個
性
的

な
名
前
の
お
品
書
き
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。　ま

た
、
館
内
に
あ
る
文
学
プ
ラ
ザ
で
は
阿

武
隈
山
系
の
雄
大
な
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、

自
由
に
詩
作
活
動
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
絵
本
コ
ー
ナ
ー
も
常
設
さ
れ
て
お

り
、
小
さ
な
お
子
様
連
れ
に
も
お
す
す
め
で

す
。
７
・
８
月
の
土
曜
日
は
20
時
ま
で
開
館

時
間
を
延
長
し
、
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

　日
常
を
忘
れ
、
心
平
の
独
創
的
な
感
性
に

触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

作
品
の
魅
力

　心
平
の
詩
は
「
●
」
が
一
つ
だ
け
書
か
れ

た
「
冬
眠
」
や
、
一
行
を
「
る
」
で
埋
め
た

「
生
殖 

Ⅰ
」
な
ど
、
蛙
を
描
い
た
詩
が
有

名
で
す
。
心
平
は
、
蛙
の
方
が
人
間
よ
り
長

い
間
地
球
に
生
存
し
続
け
て
い
る
こ
と
な
ど

に
共
感
し
、
蛙
の
詩
を
作
り
続
け
ま
し
た
。

　そ
の
他
に
も
、
天
や
富
士
山
、
石
、
海
な

ど
を
主
題
と
し
た
作
品
も
あ
り
、
そ
の
根
底

に
あ
る
「
す
べ
て
の
も
の
と
共
に
生
き
る
」

と
い
う
独
特
の
共
生
感
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
作
品
は
、
生
命
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
絵
画
や
記
号
の
よ
う
な
文
字

使
い
や
、
蛙
の
鳴
き
声
を
表
現
し
た
「
ケ
ル

ル
ン

　ク
ッ
ク
」
な
ど
の
独
創
的
な
擬
音

（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）
、
そ
し
て
独
自
の
言
語

「
蛙
語
」
は
、
唯
一
無
二
の
世
界
観
を
作
り

出
し
て
い
ま
す
。

　心
平
は
、
宮
沢
賢
治
ら
を
発
掘
・
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
高
村
光
太
郎
や
萩
原
朔
太

郎
、
中
原
中
也
な
ど
と
親
交
を
深
め
な
が
ら

多
く
の
詩
人
を
育
て
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
渾

然
一
体
と
な
っ
て
心
平
の
魅
力
を
生
み
出
し

て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
　

　ま
た
、
市
内
17
の
小
中
学
校
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
１
０
０
以
上
の
校
歌
を
作
詞

し
、
世
代
を
超
え
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

草野心平生家 ボランティア募集

活動内容 来館者案内、イベント補助、室内の清掃、庭園管理など

活動場所 草野心平生家（いわき市小川町上小川植ノ内６-１）

活動時間 ９時～16時（２人１組の当番制）※11月～3月は９時～15時

対  　象 草野心平が好きな方、人と関わることが好きな方

いわき市立草野心平記念文学館
☎83-0005　　info@k-shimpei.jp

お 問い合わせ
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集
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（撮影：小林正昭）

　蛙
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
草
野
心
平

は
、
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
、
福
島
県
石

城
郡
上
小
川
村
（
現
在
の
い
わ
き
市
小
川

町
）
に
父
馨
、
母
ト
メ
ヨ
の
二
男
と
し
て
生

ま
れ
、
祖
父
母
の
も
と
で
育
ち
ま
し
た
。
　

　県
立
磐
城
中
学
校
（
現
在
の
磐
城
高
校
）

中
退
後
に
上
京
。
18
歳
で
中
国
広
東
省
広
州

の
嶺
南
大
学
（
現
在
の
中
山
大
学
）
へ
留
学

し
、
こ
の
時
携
え
て
い
た
早
世
し
た
兄
民
平

の
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
詩
や
短
歌
に
触
発
さ

れ
、
心
平
は
詩
を
書
き
は
じ
め
ま
す
。
そ
の

旺
盛
な
詩
作
に
、
同
級
生
か
ら
は
「
機
関

銃
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
は
同
人
誌

「
銅
鑼
」
を
創
刊
。
１
９
２
８
（
昭
和
３
）

年
、
貧
困
の
中
で
25
歳
で
刊
行
し
た
『
第
百

階
級
』
は
蛙
の
詩
ば
か
り
か
ら
な
る
独
特
の

詩
集
で
す
。

　終
戦
後
２
年
余
を
郷
里
の
上
小
川
村
で
過

ご
し
、
小
中
学
生
に
校
歌
代
わ
り
に
歌
わ
れ

た
「
小
川
の
歌
」
を
作
り
、
夏
井
川
渓
谷
の

支
流
を
「
背
戸
峨
廊
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

　１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
第
１
回
読
売

文
学
賞
（
詩
歌
部
門
）
を
受
賞
し
、
詩
人
と

し
て
の
評
価
や
知
名
度
が
高
ま
り
、
１
９
８

４
（
昭
和
59
）
年
に
い
わ
き
市
名
誉
市
民
、

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
文
化
勲
章
を
受

章
し
ま
し
た
。

　１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
、
１
４
０
０
篇

余
の
詩
を
創
作
し
た
心
平
は
八
十
五
歳
の
生

涯
を
閉
じ
、
故
郷
小
川
町
の
常
慶
寺
に
埋
葬

さ
れ
ま
し
た
。
自
身
の
歩
み
を
「
ジ
グ
ザ
グ

ロ
ー
ド
」
と
表
現
し
た
よ
う
に
、
詩
作
に
と

ど
ま
ら
な
い
波
乱
万
丈
の
一
生
で
し
た
。

夏の展示紹介
〇7/5 ㈯～9/21 ㈰　
　企画展「吉村昭と磐城平城」

〇7/11 ㈮～9/28 ㈰
　小さな企画展「心平の愛した花々　夏の花編」

〇7/12 ㈯～9/21 ㈰
　スポット展示「草野心平　史跡を歩く」

草
野
心
平
を
知
る

マ
シ
ン

ガ
ン

ど

　ら
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